
令和４年度資料室企画展

資料室開室
20年の歩み

～資料室ってどんなところ？～

阪神・淡路大震災記念

人と防災未来センター資料室
The Great Hanshin-Awaji Earthquake Memorial
Disaster Reduction and Human Renovation Institution

2022年５月31日(火)～2022年11月27日(日)
閉室日：毎週月曜日(祝日の場合は翌平日)
開室時間：９：30～17：30
場所：人と防災未来センター西館５階 資料室(無料エリア)



〇アクセス
鉄道

・阪神電鉄「岩屋」駅,「春日野道」駅から徒歩約10分
・JR「灘」駅南口から徒歩約12分
・阪急電鉄「王子公園」駅西口から徒歩約20分
車

・阪神高速道路神戸線「摩耶」ランプから約４分、
「生田川」ランプから約８分
・阪急・阪神「神戸三宮」駅、JR「三ノ宮」駅から約10分
・新幹線「新神戸」駅から約15分

阪神・淡路大震災記念

人と防災未来センター資料室

〒651-0073
兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通1-5-2
人と防災未来センター西館5階
TEL：078-262-5058
FAX：078-262-5062
URL：https://www.dri.ne.jp/
※資料室はどなたでも
ご利用いただけます。(無料)

資料室ってどんなところなんだろう？

人と防災未来センターは、2022年４月27日で開館20周

年を迎えました。同じく資料室も開室20周年を迎えました。

そこで、資料室がどのようなところなのか、震災資料専門員

はどのような仕事をしているのか、改めて知っていただきた

いと考えています。震災発生後、震災資料の収集・保存する

取り組みをはじめ、2002年4月の資料室開室を経て、

2022年の今年、開室20周年となった資料室の歩みを紹介

しながら、資料室が人と防災未来センターでどのような役割

を果たしているのかを展示を通してご紹介します。

併せて、モノ資料の展示から、普段は見ることが出来ない、

資料をどのように保存しているのかについてもご紹介します。
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